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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰアドレスを、当該ＩＰアドレスとは異なる値のアドレスに変換する情報処理装置で
あって、
　予め定められたビット数のデータの変域内のデータが示す第１の数値に第２の数値を１
対１に対応付ける変換情報が格納された記憶手段と、
　前記ＩＰアドレスに定めた、前記ビット数のデータが示す数値のデータを含むブロック
ごとに、当該ブロック内のデータが示す数値に相当する前記第１の数値に対応付けられた
前記第２の数値を前記変換情報から読み出し、当該ブロック内のデータを、当該読み出し
た第２の数値に基づき変換する演算処理手段と
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１記載の情報処理装置であって、
　前記演算処理手段は、アクセスログデータに含まれる、アクセス元マシンのＩＰアドレ
スを、前記変換対象のＩＰアドレスとして読み出し、前記アクセス元マシンのＩＰアドレ
スに代えて前記変換後のＩＰアドレスを含む前記アクセスログデータを出力する、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項２記載の情報処理装置であって、
　前記演算処理手段は、
　前記アクセスログデータを収集するマシンのＩＰアドレスのネットワークアドレス部と
ホストアドレス部との境界に相当する位置を、前記ブロックの境界として設定する、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１、２及び３のうちのいずれか１項に記載の情報処理装置であって、
　前記演算処理手段は、
　前記各ブロック内のデータを、当該ブロックに関して読み出した前記第２の数値と予め
定めた関係を有する、前記変域外の第３の数値のデータに変換する、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
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　請求項１、２、３及び４のうちのいずれか１項に記載の情報処理装置であって、
　前記ブロックの境界位置の指定を受け付ける入力受付手段を備え、
　前記演算処理手段は、前記指定された境界位置を境界として、前記ＩＰアドレスに前記
ブロックを設定する、
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項６】
　ＩＰアドレスの変換処理を情報処理装置に実行させるプログラムであって、
　前記情報処理装置は、
　予め定められたビット数のデータの変域内のデータが示す第１の数値に第２の数値を対
応付ける変換情報が格納された記憶手段と、
　演算処理手段と、
　を備え、
　当該プログラムは、
　前記演算処理手段に、前記ＩＰアドレスに定めた、前記ビット数のデータが示す数値の
データを含むブロックごとに、当該ブロック内のデータが示す数値に相当する前記第１の
数値に対応付けられた前記第２の数値を前記変換情報から読み出させる第１の処理と、
　前記演算処理手段に、前記各ブロック内のデータを、当該ブロックについて読み出した
第２の数値に基づき変換させる第２の処理と、
　を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項７】
　請求項６記載のプログラムであって、
　前記演算処理手段に、アクセスログデータに含まれる、アクセス元マシンのＩＰアドレ
スを、前記変換対象のＩＰアドレスとして読み出させる処理と、
　前記演算処理手段に、前記アクセス元マシンのＩＰアドレスに代えて、前記第２の処理
による変換後のＩＰアドレスを含む前記アクセスログデータを出力させる処理と、
　を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項８】
　請求項７記載のプログラムであって、
　前記第１の処理において、前記演算処理手段に、前記アクセスログデータを収集するマ
シンのＩＰアドレスのネットワークアドレス部とホストアドレス部との境界に相当する位
置を、前記ブロックの境界として設定させる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　請求項６、７及び８のうちのいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記第２の処理において、前記演算処理手段に、前記各ブロック内のデータを、当該ブ
ロックに関して読み出した前記第２の数値と予め定めた関係を有する、前記変域外の第３
の数値のデータに変換させる、
　ことを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　請求項６、７、８及び９のうちのいずれか１項に記載のプログラムであって、
　前記情報処理装置は入力受付手段を備え、
　当該プログラムは、
　前記ブロックの境界位置の指定を前記入力受付手段に受け付けさせる処理を含み、
　前記第１の処理において、前記演算処理手段に、前記入力受付手段が指定を受け付けた
境界位置に基づき、前記ＩＰアドレスに前記ブロックを設定させる、
　ことを特徴とするプログラム。
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